特定領域研究
「新しい環境下における分子性導体の特異な機能の探索」
第6回シンポジウム　 
日時：2007年1月11日(木)－13日(土) 
場所：北海道大学・学術交流会館　　
http://www.hokudai.ac.jp/bureau/map/map4.htm
講演時間20分(講演15分＋質疑5分)＋ポスター
1月11日(木)
13:10　はじめに
13:20～15:00

梶田　晃示「有機ゼロ（ナロー）ギャップ半導体の特性」

鷹野　芳樹「α-ET2I3の圧力下での電荷不均一状態」　
鹿児島誠一「擬２次元有機導体の電荷秩序とその揺らぎ」

森　　健彦「インコメンシュレート有機超伝導体における巨大非線形伝導と自発電流振動」
山本　　薫「光第二高調波発生法をプローブとした有機導体における強誘電性の観測」

休憩

15:20～16:40
中村　敏和「TMTTF系の低温電子相における電荷・スピンダイナミックス」

伏屋　雄紀「擬一次元系における超伝導機構　―スピンゆらぎと次元性―」

村田　恵三「TTF-TCNQの8 GPaまでの温度-圧力精密相図」
宮川　和也「常圧下電荷秩序物質(DI-DCNQI)2Agの高圧下NMR」

休憩

17:00～18:20

長田　俊人「平行磁場下および磁気貫通系の層間磁気抵抗」

宇治　進也「BETS系有機超伝導体研究の進展」

日野　照純「フラーレンケージと内包原子クラスターの相互作用」
石田　尚行「天然物有機分子ルシフェリン類の電子物性材料への応用」
　
懇親会 19：00～ 札幌アスペンホテル（研究会会場より徒歩５分）　　参加費　4,000円
1月12日(金)
9:20～10:20
矢持　秀起「(EDO-TTF)2X (X = PF6, AsF6)類縁体の研究」

土射津昌久「擬１次元導体EDO-TTF塩における電荷秩序を伴うPeierls状態と励起」

米満　賢治「スピン・パイエルスおよび電荷秩序の光誘起融解過程」



休憩

10:40～12:00　　

西川　浩之「縮小π系ドナーDODHTの新規ラジカル塩の合成と物性」
御崎　洋二「新規π電子供与体の合成と分子性導体への展開」
伊與田正彦「有機 π ドナーから得られるナノマテリアルの構造と機能」

泉岡　　明「金イオンナノ粒子の調整」

昼食

13:20～14:20

山下　敬郎「新規なヘテロ環化合物に基づく有機ＦＥＴ」


瀧宮　和男「ピロール縮環TTF誘導体の合成と有機電界効果トランジスタへの応用」

佐藤　直樹「電荷分離型分子の集合体の構造と特性から」

休憩

14:40～15:40

染谷　隆夫「有機トランジスタの大気安定性とセンサー応用」 
長谷川達生「導電性電荷移動錯体のインクジェット印刷」

田島　裕之「有機薄膜デバイスの光応答－温度依存性および磁場依存性」
15:40～17:20　ポスター

1月13日(土)
9:20～10:20
小林　昭子「単一分子性金属[Au(tmdt)2]の低温及び高圧下での構造」

石橋　章司「単一成分分子性導体の第一原理電子状態計算」
野上　由夫「θ-(BEDT-TTF)2MM'(SCN)4の電荷秩序と格子特性」


休憩

10:40～11:40
圷　　広樹「アクセプター性を有する対アニオンを用いた有機伝導体の開発」


榎　　敏明「磁性金属‐F4TCNQ錯体の加圧下磁気相転移」

稲辺　　保「フタロシアニンπ-ｄ系の最近の進展と電解結晶成長その場観察」

